
概 要
インテル IT部門では、新しいデバイスや形態（フォームファクター）の到来を予見し、これらの
デバイスを購入して仕事に使いたいという社員の期待に応えるために、Ultrabook™ デバイ
スに関するデータを収集し、エンタープライズ環境への適合性の評価に努めています。
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インテル IT 部門は、ITのコンシューマー化
と、私たちの働き方としてのモビリティーと
いう概念の進化との間には強い関連性が存
在すると考えています。一方で、私たちの調
査では、すべてのデバイスが安全で生産性
が高くビジネスへの利用に適したものでは
ないことも示されました。今回の調査では、
一般消費者向けの Ultrabook™ デバイスと
エンタープライズ向けの Ultrabook™ デバイ
スの両方を評価し、それぞれが IT 環境にも
たらすビジネス価値を判定しました。今後も
ユースケースとデバイスの機能を検討し、社
員のニーズである利便性と生産性の最適な
バランスがとれるのはどのデバイスかを確認
していきます。

評価の結果、消費者向け Ultrabook™ デバ
イスは、ユーザーが毎日の生活で使用するに
は十分な機能を備えているものの、インテル
の IT 環境では、セキュリティー、機能、自社
環境への統合の面で問題があることが分か
りました。

一方、エンタープライズ向け Ultrabook™ デ
バイスは、ユーザーがコンピューティング機
器を常に持ち運ぶ必要がある場合など、特
定のビジネス利用モデルを強力にサポート
する機能を備えているとの評価が示されまし
た。具体的な機能を以下に示します。

•  耐久性に優れたシャーシとコンポーネント
の設計

•  セキュリティーと運用管理性に優れた
インテル® vPro ™ テクノロジー搭載プラット
フォーム

•  インターネットとWLANへの高速接続

この評価では、多くの消費者向けモデルに
対して物理的テストが行われましたが、エン
タープライズ向けモデルはそれほど多くあ
りませんでした。2012 年の後半、多くの
エンタープライズ向け Ultrabook™ デバイ
スが発売された段階で、概念実証と試験
導入プロジェクトによる評価およびテストを
行う予定です。今後、エンタープライズ向け
Ultrabook™ デバイスは多くの社員のメイン
PCとなり、さまざまなエンタープライズの需
要、アプリケーション、データに安全にアクセ
スするための Bring-Your-Own PC（社員
が所有する PCの利用）の有力な選択肢に
なることが予想されます。
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IT@Intel

IT@Intelは ITプロフェッショナル、マ
ネージャー、エグゼクティブが、インテル
IT 部門のスタッフや数多くの業界 IT
リーダーを通じ、今日の困難な IT 課題
に対して成果を発揮してきたツール、手
法、戦略、ベスト・プラクティスについて
詳しく知るための情報源です。詳細に
ついては、 http ://www.intel .co . jp/
itat intel/ を参照してください。あるい
は御社担当のインテル社員までお問い
合わせください。

背 景

インテル IT部門は、ITのコンシューマー化
は現実問題であり、私たちの働き方としての
モビリティー概念の進化と密接に結び付いて
いると考えています。そこで、ノートブックPC
から、スマートフォンおよびタブレット、Bring-
Your-Own（BYO）コンピューターに至るまで、
さまざまなデバイスとそれらが IT環境に与え
る影響について調査してきました。

消費者主導の技術革新が加速し、ITのコン
シューマー化のトレンドがさらに浸透した結
果、私たちの調査においても、ある特定のデ
バイスは安全で生産性が高く、ビジネスでの
利用に適していることが判明しています。一
方、ほとんどの消費者向けデバイスは、エン
タープライズ環境での使用を想定した設計で
はないため、IT部門と社員の双方に対して
予想外の問題を引き起こすことがあります。

•  消費者向けのデバイスとテクノロジーの多
くは、ユーザーが毎日の生活で使用するに
は便利であっても、インテルの IT 環境で
は、セキュリティー、機能、自社環境への統
合の面で問題があります。

•  統合の先にある利用モデルについても検
討する必要があります。企業の利用モデル
と個人の利用モデルでは要件が異なりま
す。消費者向けデバイス用に設計された
体験が、エンタープライズ環境に適切であ
るとは限りません。

インテル IT部門は、過去 2～ 3年にわたり、
エンタープライズ環境で使用されるさまざま
なデバイスを評価し、利用モデルとユース
ケース、デバイスの機能を検証してきました。
そして、デバイスの評価から得られた、刻 と々
変化するテクノロジーと ITのコンシューマー
化に対応するためのベスト・プラクティスや
重要な教訓を発展させてきました。

この分析は、IT 部門と社員のいずれにも利
益をもたらします。IT 部門は、このデータを
使用することで、具体的な利用モデルに基づ
いた有効なテクノロジーやトレンドの統合化
計画の立案が可能となります。また、社員と
コミュニケーションをとることによって、エン
タープライズ環境で使用するデバイスに対す
る IT 部門の要件を理解してもらうこともでき
ます。この情報は自分のデバイス購入時の
意思決定にも役立ち、自分自身のユースケー
ス・シナリオに合い、利便性と生産性という
ニーズに適したデバイスを選択できるように
なります。

以下のデバイスを対象に、評価と導入に向け
た取り組みを行っています。

•  スマートフォン：スマートフォンの業務使用
に対する要求の高まりに応えて、インテル
IT部門は、複数のモデルの評価とテストを
実施し、その一部に対するサポートを導入
しました。現在、インテルの社員の約 25%
が、スマートフォンを使用して会社のデータ
とサービスにアクセスしています。

Ultrabook™ の定義

Ultrabook™ は、インテルの新たなカテゴリーとなる薄型軽量モバイル・コンピューターを
表す商標です。Ultrabook™ デバイスは、最新のプラットフォーム・セキュリティー技術を基
盤として、かつてないレベルの応答性と優れたバッテリー持続時間を実現し、4分の 3イン
チ（21mm）以下という薄さを特徴とします。

低消費電力のインテル® Core™ プロセッサー・ファミリーを搭載したエンタープライズ向け
Ultrabook™ デバイスは、インテル® スマート・コネクト・テクノロジーや、システムの高速起
動を実現するインテル® ラピッド・スタート・テクノロジーなどの機能により、優れた応答性
を発揮します。標準的なバッテリー持続時間は 5時間を超えます。また、エンタープライ
ズ向けの Ultrabook™ デバイスは、インテル® アンチセフト・テクノロジーやインテル® アイ
デンティティー・プロテクション・テクノロジーなどのセキュリティー機能も搭載しています。

http://www.intel.co.jp/itatintel
http://www.intel.co.jp/itatintel/
http://www.intel.co.jp/itatintel/
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•  タブレット：現在は、個人所有のスマート
フォンに使っているのと同じ小型形態（ス
モール・フォームファクター）エコシステム
を使用するタブレットの利用を許可してい
ます。インテルの社員が現在必要としてい
るパフォーマンスとモビリティーはノートブッ
クPCから得られるため、BYOタブレットへ
の要求はそれほど広がっていません。現在
タブレットを使用している社員は約 2,000
人にすぎません。しかし、メイン PCの用途
をタブレットで補完する機会も検討されて
います。1 プラットフォームの機能が進化す
るにつれて、インテル® アーキテクチャー搭
載タブレットに対する要求や使用の機会が
増えていくことが予想されます。

•  BYO PC（社員が所有する PC）：タブレッ
トと同様、（Apple*のMac*コンピューター
を除いて）個人所有の PCを業務にも使用
したいという要求はそれほど広がっていま
せん。これは、インテルの標準コンピュー
ティング・プラットフォームによって最適な
パフォーマンスとユーザー体験が得られる
ためです。しかし、インテルは、オフショア
開発センターでの使用、委託業者や派遣
社員による使用など、BYO PCのさまざま
な利用モデルを検討し、特定のユースケー
ス限定で導入しました。現在、BYO PCを
使用している社員は数百人にすぎません。

インテル IT 部門は、今後も新しいデバイス
と形態（フォームファクター）がもたらすビジ
ネス面の利点を分析する一方、標準化され
たコンピューティング・プラットフォームの革
新に取り組み、社員のモビリティーと生産性
の向上、PCのサポートコストの削減を進め
ていきます。私たちは、10年間の経験から、
総保有コストを抑制するには定期的な PCの
更新が非常に有効であることを学びました。
インテルの標準コンピューティング・プラット
フォームは、以下の重要なコンポーネントで
構成されます。

•  インテル® Core™ vPro™ プロセッサー：プロ
セッサー・テクノロジー、ハードウェア上の
拡張機能、運用管理機能、セキュリティー
技術を組み合わせて、PCの OSや電源の
状態に関係なく、リモートから PCにアクセ
スし、監視、保守、運用管理を実行できます。

•  インテル® So l id-State Dr ive（インテル® 
SSD）：堅牢な信頼性、応答性に優れたパ
フォーマンス、優れたバッテリー持続時間、
柔軟で拡張性の高いストレージを提供し
ます。

•  演算量の多いアプリケーションやグラフィッ
クス処理を多用するアプリケーションを効
率的に実行できる、ハイエンドの CPU

•  信頼性の高い高帯域幅ネットワーク接続
をサポートするネットワーク接続コンポー
ネント

新しい形態（フォームファクター）の評価を
通じて、インテル IT 部門は、各自が自由に
選んだデバイスの使用を社員に許可した場
合、標準的な機能の一貫性が損なわれ、基
本的な生産性に影響が及ぶ可能性のあるこ
とを学びました。消費者向けデバイスは、一
部のニッチ用途に適合することはあっても、
インテルの標準コンピューティング・プラット
フォームと同じレベルのメリットは得られない
と判断しました。

Ultrabook™ デバイスの評価

インテル IT部門は、新しいデバイスや形態
（特に Ultrabook™ デバイス）の到来を予
見し、これらのデバイスを購入して仕事に使
いたいという社員の期待に応えるために、
Ultrabook™ デバイスに関するデータを収集
し、エンタープライズ環境への適合性の評価
に努めています。

従来の PCと同様、Ultrabook™ デバイス
は、一般消費者を対象としたデバイスと企業
ユーザーを対象としたシステムの 2種類の
製品が販売されています。過去 7カ月にわ
たり、インテル IT 部門は、両方のクラスを評
価し、そのビジネス価値を判定しました。エン
タープライズ向け Ultrabook™ デバイスは、
会社支給の PCであれ、自己所有の PCであ
れ、インテルの社員の大半にとって優れたモ
ビリティー・プラットフォームになると判断し
ました。これらのデバイスは、インテルのエン
タープライズ環境で必要とされるレベルの生
産性、信頼性、セキュリティーをサポートして
います。

費用対効果に劣る 
BYO手当支給

インテル IT部門は以前、Ultrabook ™ 
デバイスを含む Bring-Your-Own
（BYO）PC構想に、BYO手当支給プ
ログラムを導入するアイデアについて
検討しました。当初は、こうした手当
により、IT部門の PC更新予算を最
適化でき、プラットフォームの選択肢
と柔軟性が向上するため、投資収益
が得られると考えられていました。

しかし、社員調査を実施した結果、
BYOの促進とプログラム参加の奨励
のために社員に手当を支給するモデ
ルでは、インテル側のコストが大幅に
増加することが分かりました。コスト
中立的な手当が、手当支給プログラ
ムの管理コストへの投資を正当化で
きるだけの高い参加率をもたらすと
は考えられませんでした。

入念な調査と分析の結果、BYO PC
への手当支給プログラムの費用対効
果は、インテルと社員のいずれにとっ
ても高くないことが判明しました。現
時点では、BYO手当の支給による
PCプログラムをインテルの社員に提
供する予定はありません。

1   『Improv ing Fac i l i ty Operat ions with Inte l ® 
Architecture-based Tablets』（英語）などを参照
してください。

http://www.intel.co.jp/itatintel
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利用モデル

Ultrabook™ デバイスの薄型軽量の本体と、
インテル ® vPro ™ テクノロジーがもたらすリ
モート運用管理機能およびセキュリティー機
能を組み合わせることによって、ユーザーが
コンピューティング機器を持ち運ぶ必要があ
る場合など、特定の利用モデルにおいて大き
な価値がもたらされます。インテルの社員の
職場環境がさらなるモビリティーへと移行し
ていくにつれて、このような利用モデルはま
すます一般的になり、社員がオフィスとコラボ
レーション・エリアを共有する機会はさらに増
えます。こうしたシナリオでは、電源コンセン
トが用意されていなかったり、他の誰かがす
でに使用している状況も考えられます。自分
のオフィスにドッキング・ステーションを持た
ない社員も少なくありません。

以下に、早期導入によってエンタープライズ
向け Ultrabook ™ デバイスが効果を発揮す
るユースケースを示します（図 1）。

•  営業担当者の場合：顧客との打ち合わせ
を 1日に何回も行わなければならず、デ
バイスを電源コンセントに接続して充電す
る時間を確保できません。そのため、優れ
たバッテリー持続時間、高速接続、情報セ
キュリティーが不可欠です。

•  移動の多い在宅勤務者の場合：ワーク・ラ
イフ・バランスのコンピューティング・モデル
を利用して、通常は異なるスケジュールに

従って複数の場所で仕事をします。いつで
もどこでも仕事ができるように、信頼性、耐
久性、バッテリー持続時間に優れ、高性能
のコンピューティング機能を備えた軽量の
デバイスが必要です。

•  設備技術者の場合：電源コンセント、オフィ
スのデスク、LAN接続ポートから離れた現
場で作業するため、信頼性と応答性に優
れた持ち運びに便利なデバイスを使用し
て、エンタープライズ・アプリケーションおよ
びデータにリアルタイムでアクセスする必
要があります。

今後、エンタープライズ向け Ultrabook ™ 
デバイスのユースケースはさらに拡大し、
インテル社員の約 20%の更新サイクルに、
エンタープライズ向け Ultrabook™ デバイス
が組み込まれることが予想されます。

特長、形態、機能

表 1に示すように、2011年後半から発売さ
れている消費者向け Ultrabook™ デバイス
の評価では、ほとんどのデバイスにおいて、
端末機器として安全で一貫性のあるサービ
スを提供するためにインテル IT 部門が必要
とする基本機能が不足していることが判明し
ました。一方、2012年後半から一般に発売
されるエンタープライズ向け Ultrabook™ デ
バイスには、企業向け利用モデルをサポート
する機能が搭載される予定です。

図 1. エンタープライズ向けUltrabook ™ デバイスの早期導入ユースケースの例

営業担当者
顧客との打ち合わせを 1 日に何回も
行わなければならず、デバイスを電源
コンセントに接続して充電する余裕が
ない。

ニーズ：優れたバッテリー持続時間、
高速接続、情報セキュリティー機能を
持つデバイス

移動の多い在宅勤務者
ワーク・ライフ・バランスのコンピューティ
ング・モデルでは、異なるスケジュール
に従って複数の場所で仕事をするのが
一般的である。

ニーズ：信頼性と耐久性に優れ、Wi-Fi*
接続機能を持つ、高性能のコンピュー
ティング機能を備えた軽量のデバイス

設備技術者
電源コンセント、オフィスのデスク、
LAN 接続ポートから離れた現場で
作業する。

ニーズ：エンタープライズ・アプリ
ケーションおよびデータにリアルタイ
ムでアクセスできる、持ち運びに便
利な応答性の高いデバイス

インテル IT部門：新しい 
テクノロジーを継続的に調査

インテル IT部門は、新たに開発された
テクノロジーを継続的に調査し、エン
タープライズ環境への適合性を評価し
ています。その目的は、ビジネス価値を
もたらすデバイスとテクノロジーを自社
環境に統合し、サポートすることです。

インテル IT部門が調査している一般
消費者向けデバイスとテクノロジーに
は、ノートブックPCとUltrabook™ デ
バイス、デスクトップ PCとオールイン
ワンPC、タブレット、スマートフォンなど
の小型携帯端末、TVアプライアンス、
インテル® ワイヤレス・ディスプレイ、スト
リーミング・エンターテインメント・デバ
イスなどの消費者向け周辺機器、ソリッ
ドステート・ドライブが含まれます。

また、コンテンツ同期およびデバイス・
コンティニュアム・サービス、ソーシャル
メディア、オンライン・コラボレーション /
コミュニケーション・ツールなど、さま
ざまな消費者向けソフトウェアおよび
サービス製品の調査も続けています。

インテル IT部門は、Bring-Your-Own 
Device（社員が所有する機器の利用）
構想、「ITのコンシューマー化」フォー
カスグループ、インテル・コンピュート・
コンティニュアム・プログラムなど、IT
のコンシューマー化に関する調査を行
うさまざまなプログラムを支援していま
す。さらに、インテルの管理対象でな
いデバイスへのコンテンツ提供におい
て、仮想化技術を利用することも検討
しています。

ITラボは、インテルの多くの製品グ
ループと協力して、エンタープライズ
環境における消費者向けテクノロジー
のテストや、消費者向け環境における
エンタープライズ・テクノロジーのテス
トを行っています。ITラボのクライアン
ト・チームは、さまざまな分野の消費
者向けおよびエンタープライズ向けク
ライアント・テクノロジーを調査していま
す。米国内および世界各国に置かれ
たインテルのイノベーション・センター
は、これらの調査活動をサポートして
います。
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次のステップ

2012年 7月には、Ultrabook™ デバイス
メーカーからエンタープライズ向けモデルの
出荷が開始されます。インテルの早期評価
は、Ultrabook™ プラットフォーム設計仕様
に基づいて行われました。モデルが実際に
利用可能になった時点で、設計の耐久性、
インテル® vPro ™ テクノロジーの運用管理
機能とセキュリティー機能、接続機能など、

表 1に示した各機能のテストを実施します。
2013 年前半には、エンタープライズ向け
Ultrabook™ デバイスに対する強いビジネ
スニーズを持つ特定の社員のグループで、
エンタープライズ向け Ultrabook™ デバイ
スの利用を開始する予定です。

Ultrabook™ デバイスは新しい形態（フォー
ムファクター）であるため、イノベーションが
急速に進んでいます。入力方法は、従来の

キーボードとマウスに加えて、ジェスチャー、
音声、タッチ方式なども取り入れられていま
す。革新的なデザインも、単純なクラムシェ
ル型からさらに進化しています。コンバーチ
ブル型モデルは、画面をキーボード上で回
転・ロールしたり、プルバックスライドすること
ができます。一部のモデルの画面はキーボー
ドからの着脱が可能で、ユーザーは画面だ
けを持ち運び、タブレットとして使用できま
す。他のモデルでは画面を 360°折り曲げる

表 1. エンタープライズ向けUltrabook™ デバイスと消費者向けUltrabook™ デバイスの比較

ビジネス要件 エンタープライズ向けUltrabook™ デバイス 消費者向けUltrabook™ デバイス

移動の多いユーザーを 
サポートする、 
リモート運用管理機能

•  インテル® vPro™ プラットフォームにより、リモートからの運用
管理と情報セキュリティーをサポート。

•  リモートKVM（キーボード、ビデオ、マウス）制御とリモートか
らの暗号化管理機能により、暗号化されたハードディスク・ド
ライブやソリッドステート・ドライブを搭載したシステムに対し
ても、いつでもどこでもシステムを迅速に修復可能。

•  ハードウェア・ベースの管理機能は搭載していない。

一貫性のあるプラットフォームと 
コンポーネント

•  インテル® ステーブル・イメージ・プラットフォーム・プログラム
により、一貫性と信頼性を保証。

•  一貫性のあるプラットフォームや信頼できる世界規模の利用
可能性は得られない。同じ構成が世界中で利用可能であると
は限らず、コンポーネントが頻繁に変更されるため、テストと
統合作業の負担が大きい。

仮想化機能 •  ダイレクト I /O 向けインテル® バーチャライゼーション・テクノ
ロジーにより、タイプ 1ハイパーバイザーなどの新しい仮想ク
ライアント・モデルをサポート。

•  ダイレクト I /O 仮想化をサポートしていないか、またはサポー
トが不十分。

いつでもどこでも利用できる、 
柔軟で信頼性の高い 
高速接続機能

•  インテル® vPro ™ テクノロジーとインテル® スマート・コネク
ト・テクノロジーをサポートする、信頼性の高い高性能デュア
ルバンド（2.4/5GHz）、マルチストリーム（2x2）インテル® 
Wi-Fiアダプター

•  インテル® ワイヤレス・ディスプレイ（インテル® WiDi）によ
り、他の任意のインテル® WiDiレシーバーへの安全なフル
1080pビデオ転送を実現。

•  Thunderbolt ™ テクノロジーと USB 3.0により、周辺機器
への高速接続を実現。

•  シングルバンド（2.4GHz）、シングルストリーム（1x1）Wi-Fi*
アダプターにより、ワイヤレス通信を限定的にサポート。

•  信頼性の高い構内ローミングではなく、シングル・アクセスポ
イントの家庭内および公衆無線 LANスポットを重視。

インテルの要件に適合する 
セキュリティー機能

•  公開鍵基盤（PKI）証明書認証機能を持つインテル® アイデン
ティティー・プロテクション・テクノロジーにより、IDの盗用や
不正なデータアクセスに対する保護を強化。

•  インテル® アンチセフト・テクノロジーの S3レジューム認証保
護機能により、盗難によるデータと資産の損失を防止。

•  インテル® トラステッド・プラットフォーム・モジュール（インテル® 
TPM）により、情報の保管と保護を強化。

•  セキュリティー管理機能は十分ではない。

データの同期のサポート •  スマートコネクトなどの機能により、プラットフォームがデータ
ストレージや電子メールなどの情報を端末機器上で常に同期
させることで維持。

•  ドッキング（またはドッキング型の）シナリオを限定的にサポー
トするが、エンドユーザーがワークステーションを使用するた
びに複数のプラグを使用しなければならず、データの同期を
とるのが面倒。

さまざまな周辺機器と 
ユースケースのサポート

•  外部標準モニターポートにより、会議室のプロジェクターに接
続可能。

•  追加の USBポートにより、外付けキーボードやマウスを接続
可能。

•  多くの機種では、複数のカスタム・モニター・ケーブルとディス
プレイ・アダプターが必要。

•  プラットフォーム上で利用できるポート数が限られており、多
数の周辺機器を使用するには USBハブが必要。

高い信頼性と複数年にわたる 
更新サイクルに対応した設計

•  ハイエンドのコンポーネントを使用して、バッテリー持続時間、
堅牢性、使いやすさを向上。負荷の大きい毎日のビジネスで
の利用を想定した設計。

•  ディスプレイ、ヒンジ、シャーシ、キーボード、ストレージ用の
コンポーネントが使用されていないか、または不十分。

一貫性のある保証サポートと 
注文プロセス

•  標準的な購入プロセスとサポートプロセスを利用可能。 •  サポートの確保が難しく、故障発生時のダウンタイムが長い。
•  通常の購入チャネルを使って調達することが難しい。
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ことができ、ディスプレイを背面にして、前面
でキーボードを使用できます。今後、これら
の新しいモデルについてもチェックと評価を
続けていきます。

現時点では、エンタープライズ向けの
Ultrabook ™ デバイスを重視していますが、
BYOデバイス構想の一環として、個人所有
の消費者向け Ultrabook ™ デバイスの使用
を許可することも計画しています。しかし、自
己所有の Ultrabook ™ デバイスの使用につ
いては、ひとつ懸念もあります。BYOスマー
トフォンを使用する社員の場合、通常のテク
ニカルサポートは自分自身で行うことが予想
されますが、自己所有の Ultrabook ™ デバ
イスを使用する社員の場合、（Ultrabook ™ 
は基本的には PCであるため）インテル IT部
門にそのテクニカルサポートを期待する可能
性があります。

インテルの BYOデバイス構想の対象となる
他のデバイスと同様に、Ultrabook™ デバイ
スについても、企業の環境で求められる機能
上の要件や各種モデルの比較など、社員向
けの教育を行っていく予定です。Ultrabook™ 
デバイスのテストおよび導入フェーズでは、こ
うした教育活動が不可欠です。

まとめ

インテル IT部門は、他の多くの IT部門と同
様に、さまざまな消費者向けデバイス、テク
ノロジー、サービスのサポートを期待する社
員からの強い圧力に直面しています。これ
らのデバイスやテクノロジーの多くは、毎日
の生活で使用するには確かに便利ですが、
企業の環境ではセキュリティー、機能、統合
の面で問題があります。インテル IT部門は、
ノートブックPC、スマートフォン、タブレット、
BYOコンピューター、最新の Ultrabook ™ 
デバイスなど、さまざまなデバイスが IT 環
境に与える影響について調査してきました。

従来の PCと同様に、Ultrabook ™ デバイス
は、一般消費者向けとエンタープライズ向け
の 2種類の製品が販売されています。過去
7カ月にわたって消費者向け Ultrabook ™ 
デバイスを評価した結果、消費者向け
Ultrabook ™ デバイスの多くは、インテルの
エンタープライズ環境で必要とされる生産性、
信頼性、セキュリティーをサポートできるだけ
の機能を備えていないことが分かりました。

一方、エンタープライズ向けUltrabook™ デ
バイスは、特にユーザーがコンピューティン
グ機器を持ち運ぶ必要がある場合など、多く
のエンタープライズ・クライアント利用モデル
として最適であると評価されました。エンター
プライズ向け Ultrabook ™ デバイスの重要
な機能には、以下のものがあります。

•  インテル® vPro ™ テクノロジーに対応した
インテル® プロセッサーで利用可能な、リ
モート運用管理機能とセキュリティー機能

•  インテル® SSDを使用した、信頼性と応答
性に優れたストレージ

•  いつでもどこでも利用可能な、柔軟で信頼
性の高いWi-Fi*接続

•  耐久性、信頼性、複数年にわたる更新サイ
クルに対応した設計

インテルのテストと分析により、消費者向け
Ultrabook™ デバイスは、インテルの標準コン
ピューティング・プラットフォームと同じレベル
のメリットを提供しないことが分かりました。し
たがって、消費者向け Ultrabook ™ デバイス
を、インテルの社員が現在メインのコンピュー
ティング機器として使用しているエンタープ
ライズ PCに置き換えることはできません。
インテル IT部門は、今後もテストと概念実証
を行い、エンタープライズ向け Ultrabook ™ 
デバイスのビジネス価値を検証していきます。
そして、この取り組みの結果に基づいて、一部
の社員がメインで使用するエンタープライズ

PCとして、エンタープライズ向けUltrabook™ 
PCを導入していく予定です。
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略  語

BYO   Bring Your Own 
（社員が所有する機器の利用）

SSD   ソリッドステート・ドライブ

インテル IT 部門のベスト・プラクティ
スの詳細については、http://www.
intel .co. jp/itatintel/ を参照して
ください。
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